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ペール缶に水を貯める前に
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中の土砂や埃を 
必ずきれいに



トレールモップでウェットダスター
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モップに溜まった土砂や 

ホコリはケレンで落とせます 
通路1本ごとに落とす

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

ハンドルの上を親指で 
押さえ胸に当てて 

体重をかける

回さずまっすぐ押していく



モップ管理
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ホースの水流でゴミは取れていく

☀
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汚れたまま乾燥させると黒く染まる 
ワンタッチモップは汚れが落ちず 

洗うにも時間がかかる

すぐに洗えない場合は水の中で保管



希釈ポンプでの希釈管理

外したポンプを水中で何度かプッシュ 
結晶化したものを除去

2週間に1度実施

① ②

多機能還元水 
から希釈

希釈は基本的に 
500倍希釈

良い水を作ってから 
洗剤を作る



洗浄液の塗布
適正塗布量：100cc/㎡〜150cc/㎡

洗剤塗布機の作り方はHPに資料集にありますホームセンターで材料費は1万円未満

ペール缶に 
入れた洗浄液

床面

洗浄液

洗浄液

計量 
カップ

計
量

 
カ

ッ
プ

これを続けるとペール缶の洗浄液が 
汚れてしまい、汚れた洗浄液を塗る 

ようになってしまいます

計量カップなどで垂らしたところを 
すぐにトレールモップで塗り拡げる 
そのままにしておくと洗剤痕になる 

ので2人1組で距離を離さず作業

直接洗浄液を床に落とさない 
トレールモップを洗濯バサミでとめて 
モップに洗浄液を落として塗り拡げる

トレールモップを 
洗濯バサミで止める

◯× ◯



モップのさばき方

握らずに添えるだけ 
ワックスモップも同様

広い方向にモップを捌く 
壁や巾木への洗浄液の飛び散りを防止

○×

ハンドルの上側を動かす



パッドの管理

パッド台 パッド台

◯ ×
パ
ッ
ド
台

パ
ッ
ド
台

パッドごとの研磨剤を 
移さないように注意 

間にパッド台やプラ段など 
の仕切りを入れる

US SPPパッドは間に使う古しの 
パッドを入れて凹凸に追従させるパッドごとに 

プラ段で仕切り 
↙が望ましい



ポリッシャーの扱い方

◯

◯
×

希釈は500倍

ワックス塗布前洗浄

カーペットのみ

カーペット 
以外の洗浄



洗えるところと洗えないところ

水を出しながら洗浄 
水がないと汚れも 

ワックスも落ちない

◯ ◯ ◯ ◯× × ××

ポリッシャーは 
上から握って持たない 

下から支える



洗う方向

①②

③ ④

⑤

①

②

③

④
④

③

②

①

洗えない遅い 正しく洗えて速い

◯ ◯×



汚水回収

いかに汚水を残さないか！ 
残留物があるとワックスを塗っても密着しない

水拭きをしても洗剤分の回収はできない！ 
理想的なワックス塗布前の状態にするにはリンスを3回 

nano+はリンスなしでその状態へ

汚水

床材

ワックス

ワックス

床材

ワックス

ワックス

汚水を回収 洗剤分が 
残っていると

床材

ワックス

ワックス

ワックス

正しく密着しない



洗剤分が残っていると

問題が出るのはこの3つ

洗う→回収→乾拭きするだけで良い状態へ 
誰がやっても同じでなければならないというnano+の基本コンセプト

nano+だとそんなの関係なし

界面活性剤

アルカリ

汚水の黒ずみ

ワックスの密着率低下

ワックスの硬化不良と黄変

ワックスの黒ずみくすみ

界面活性剤

アルカリ

汚水の黒ずみ

使用量が通常の1/25程度

問題になるアルカリを使っていない

高いワックスの脱色効果で問題なし



水拭きか乾拭きか？

取りたいのは水分なので絶対に乾拭きです！ 
ヤマサキの吸水ラーグがオススメ

水拭きは乾燥した洗剤分を取るもの 
しかし水を撒かないと乾燥した洗剤分を取ることはできない

水の吸いやすさ

＜ ＜＜＜

↖              ↑               ↗ 
水を吸えるイメージ

水を吸わない代わりに 
油はよく吸着できる

たくさん吸える



いかに水分を残さないか！

ワックスも床材も水分を含むので、回収率が上がることで 
乾燥時間が短縮され、ワックスも早く塗れる状態に 

またワックスや床材の水分が抜けると耐久性も向上しやすい

ウェットバキュームや洗浄機のホースやスクイジーゴムの状態 
が良い状態でないとこれが吸いきれない 

一般の洗剤を使った場合、残留が多いのでリンスしても完全回収ができない

汚水

床材

ワックス

ワックス

床材

ワックス

ワックス

汚水を回収しても中に 
水分は残っている



吸い込みの多い床材では

コンポジタイル、木床、石材など 
床材が洗浄液を多く吸い込む 

特に剥離剤の場合は水を150㎡ /㎡以上塗布して5分置いて 
吸い込まれた剥離剤を浮かせてリンスこれを2回行って剥離剤を確実に回収

回収率を高くして、リンスの水をたくさんまくことで 
剥離剤の回収率を上げることができワックスの耐久性が向上 

タイルの乾燥時間も長めに取る必要あり

剥離剤

床材

ワックス

ワックス

床材

洗浄機でリンスしても 
床材の中はリンスできない



ワックスの塗布量

ワックスの塗布量はワックスが10〜15分で乾燥する量が理想的

①ワックスは30分以内に乾燥しないときちんとした被膜はできない 
②気温と湿度によって乾燥時間は異なる 
③ワックスを塗る前には換気して湿度を下げること 
④環境によって10〜25cc/㎡を塗り分ける 

常時通行のある現場では、3~5cc/㎡ 程度の薄塗りで1分程度の乾燥

床材

汚水を回収しても 
湿度は高いまま

この状態でワックスを 
塗っても乾かない

床材

換気をして湿度が下って 
からワックス塗布

これなら乾燥時間も 
短縮できる

洗浄液

床材

洗浄作業中は洗浄液の 
水分が上昇し湿度が上がる

湿度計を置いておくと 
よく分かる！



ワックスのレベリング

レベリングが取れるのはおよそ10分なのでそれ以降に乾燥が理想 
送風機は直接吹かず換気で外向きや上向きに使う

レベリングは可能な限り取った方がメリットが多い 
ただし病院のように常時通行の現場では致し方なくレベリング前に乾燥させる場合もあり

レベリングしていない 
被膜を横から見ると

床材

ワックス

接地面が少ないので弱く 
削れやすい

床材

ワックス

靴とか 靴とか

床材

ワックス

摩擦や衝撃を点でなく 
面で受け止める

床材

10分程度経過してから 
乾燥するとより平滑に

写像性も光沢も 
違いが出る！

ワックス

ワックス塗布後はモップの 
線がついてしまう

トレールモップだと 
線が出にくい

床材

ワックス

塗ってすぐ送風機を当てると 
このまま乾いてしまう

目に見えなくても 
平らになっていない

床材

ワックス



2層目のワックス塗布

UAコーティングは乾燥と硬化時間が長めなので注意が必要 
乾燥時間：歩けるようになる時間 
硬化時間：ベタつきがなくなる時間

床材

この状態で2層目を載せると 
1層目が溶け密着率低下！

ワックス1層目

床材

ワックス1層目

ワックス2層目

乾燥しているけど 
ベタつく状態

乾燥時間=硬化時間 
↓ 

ちゃんと硬化してから 
2層目を塗布！

洗浄で光沢が復元できるので基本的には2層目を載せない 
しかし増膜させる場合は、4月〜9月の乾燥の良い時期に2層目を！

床材

この状態なら2層目が 
バッチリ密着！

ワックス1層目

床材

ワックス1層目

ワックス2層目

1層目が乾燥して 
硬化してサラサラになって 

2層目を塗布

1層目も2層目も塗る前に30〜1時間 
開けてから塗ることができれば 

理想的な被膜が出来上がる 
↓ 

良い被膜は高い耐久性 
日常がラク！ 

次回定期がラク！

ワックス塗布前・塗布後の乾燥時間を 
長く取ることで耐久性が大幅にアップ



ワックスの塗り方①

次のページへ続く

①ワックスを垂らして伸ばす 

②反対側にも伸ばす 

③縦にして隅を取る(端まで塗らない) 

④斜めにして幅を取りながら戻す 

⑤縦にして隅を取る(端まで塗らない) 

⑥斜めにして幅を取りながら戻す

ワックスやタイルをしっかり乾燥させた後均等に塗り拡げていく！ 
塗り込むのではなく、塗り広げるイメージ

ワックス 
たまり

①

②

③

④

⑤

塗る方向



ワックスの塗り方②

左右にモップを振ると隅のワックスが厚くなる

①隅をとったら最初は隅にモップを 

②隅から内側にたまりを取っていく 

③右上に8の字を書くイメージで 

④たまりの上を通してワックスを外に出さない 

⑤隅から中へワックスを入れる 

⑥左上に8の字を書くイメージで 

⑦たまりの上を通してワックスを外に出さない 

⑧隅から内側にたまりを取っていく 

⑨右上に8の字を書くイメージで 

これの繰り返し。
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ワックスの塗り方③

隅は薄く真ん中は厚く塗ることができるので 
この塗り方しかバランスよく塗れない 

均等に塗れるから光沢も写像性も高く 
乾燥時間も一緒

最初に取った 
ワックスたまりの上 
から端に戻してやる

ワックスたまりを 
外から中へ 
入れてやる

戻 
っ 
て 
き 
た 
時
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り
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ワックスボトルの管理
定期的にワックスボトルの中を綺麗に

中途半端に残ったワックスは濾して綺麗なボトルに移し替えワックスかすをボトルに残さない 
ボトルは水を入れて振るのを2回ぐらいすれば綺麗に洗えます 

現場に行く前に4Lぐらいのボトルに移しておきましょう

←じょうご

ホ 
｜ 
ス

←茶こしネット

←ホースを底まで入れると 
泡立ちにくくなる

綺麗に洗ったボトル

ワ
ッ

ク
ス 洗剤やワックスは生ものなので 

直射日光・炎天下・凍らないところで保管を


